
                                                               
 

 

 

 

本校を卒業した生徒の親戚のなかに、岡山県倉敷市にある真備町岡田地区で被災された方がいるとお聞

きしたので状況を聞きとりました。 

 

みなさんは７ヶ月前に西日本を襲った集中豪雨をおぼえていますか。河川の氾濫や

洪水、土砂災害などの被害が発生し、死者は２２４人にも上りました。 特に被害が

大きかった岡山県倉敷市真備（まび）町では、小田川とその支流で計８ヶ所の堤防が

決壊して、濁流が町を襲いました。約 4600戸が浸水、５１人が亡くなりました。 

 

報道も減り、7ヶ月も経ってもう落ち着いたのだと感じる方が多いと

思いますが、復興には時間がかかっており人気のない空き家が目立つ

のが町の現状です。 

 

真備町では被災前と比べ 2000人近く人口が流出。 

生活を再建するのにおいて商業施設が少しずつ 

失われることは大変なことがわかる → 

 

↑水没によって再建ができないまま閉店することで、不安が残る。 

 

そこで今回、東日本大震災被災地応援実行委員会では被災地のみなさんに本校

から物資を送る支援をさせていただくことになりました。それにあたって、真備

町にお住まいで婦人会の活動に携わっている松尾さんに必要としているものを

直接電話でたずねました。（聞き取り：高校１年 秋田さんと小川さん） 

 

私たちがいま当たり前に使っているような生活必需品が今でも足りていないことがわかりました。 

２月１２日（火）～１６日（土）までの５日間、全校生徒のみなさんからの寄付を募集します。被災地の

皆さんが少しでも快適な生活をおくれるようにご協力をお願いします。 

小田川のまわりには住宅地が広がっていて、普段は流れが緩やかな川だったそうです。 

川の近隣に住む人たちは近所の人と声をかけ合って救助を待ちました。 

 

お米、日持ちする食べ物、カイロ、洗剤、スリッパ、はさみ（文房具）など 



 


